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宇宙開発計薗（昭和56年5月18日映定）

の見直しに関する要望事項
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科　　学　　技　　術　　庁

1　人工衛星の開発研究

（1）地球資源衛星1号（ERS－1）

　　合成開ロレーダによる能動摯観測技術の確立を図るととも

　に、．資源探査を主目的に国土調査、農林漁業、環境保全、防

　災、沿岸域監視等の観測を行うことを目的とする地球資源衛

　星1号（ERS－1）につレ｝て・Hrl・ケット（二段式）

　一により・昭和63年度に打ち上げることを目標に開発研究た

　着手したい。　　　　　　・’

（2）技術．試験衛星V型（ETS－V）

　　　H－rJロケット（三段式）の性能確認及び静止三軸衛星バ

　　スの機能試験を目的とする技術試験衛星V型（ETS－V）

　について・昭和62年度に打ち上げることを目標に、開発研

　究に着手したい。

皿　ロケツ・トの開発

（1）　N一皿ロケット

　　　各種入山衛星の打上げに対処するため、所要のN－nロケ

　　ツトめ欄発に着手したい。

（2）　H－1ロゲツト

　　　重量約・550ん9の静止衛星打上げ能力を有するH－1ロケ

　　ツトの開発を引き続き進め、この一環として、昭和60年度

　　を目標にH一工第2段試験用ロケットを打ち上げたい。

一　’1　一

二

　なお・この且一1第2、段試験用ロケットに塔呵するペイロ

ードには、今までの測地衛星1号（GS－1）の開発研究の、

成果を活ゆして・測地実験に供し、うる機能を付与したい。

皿　宇宙実験

　　　第一次材料実験（FMPT）

　　　スペースシャトルに我が国の科学技術者が鰯鯨し、字宙空

　　間の特性を利用した材料実験等の者種宇宙実験を行うことを

　　目的とする第二次材料実験（：F瓦PT）について、昭和62

　　年度に実施することを目標に・実験システム表び塔載実験装

　　置の開発研究に着手するとともに、三乗科学技術者の養成の

　．ための準備を開始したいc

N　人工衛星及びロケットの研究その他

　（1）．人工衛星技術

　　　昭和60年代に予想される各種人平衛星の打上げに対処す

　．るために・三軸姿勢制御系の高精度化・構造系の軽量化及び

　　熱繍系の研究に着手したい・ 勲’・昭和60年代餌ピン

　　型静止衛星の需要に対応する技術について所要の研究に着手

　　したい。

（2）　ロケット技術

　　　昭和60年代後半以降の宇宙開発活勤に必要な輪送系の開

　　発に資するため・H－1ロケットシステムの性能向上に関す

　　る調査研究（高圧液酸・液：水推進系の開発可能性等の調査研

一　　2　一

●



　究を含む。うに着手したい6

（3）．人工衛星及びロケットの基確的先行的技術

　　人工衛星の姿勢制柳の高精度化に資するため・人王衛星本体

　の大型化・太陽電池バード．ル、各種テンテナ等の大型化に伴う柔軟

．構造衛星の姿勢翻御技術に関する研究に着手したい。

　　また、液体酸素。液体水素エンジンの高性能化に関する研究

　に着手したい。

（4）　H－1ロケット用射点

　　H－1ロケットを打ち上げるための零点を新たに建設するた．

　め、その基本設計等に着手したい。

（5）研究開発の強化

　　宇宙開発に関する研究開発を一層促進強化するえめ、宇宙開

　発事業団筑波宇宙センター内の研究開発試験機能組織を一一層拡

　大充実し・人材の確保に努めるとともに、外部研究機関等との

　間には必要な研究・人材の交流等を穣極的に揺進し、技術進歩

　を國るための基盤を早期に確立したい。また、国として効率的

　な宇宙駒発の促進を図るために、筑波字宙センターを関連研究

　機関等の和用に供しうるよう整備したいご

一　　3　一一

文 部 省

↑　第1℃号科学衛星の開発についそ

　地球軌道より内蘭の惑星問プラズマの研究及びハレー彗星の

紫外領域における観測研究を行うことを目的とする第10号科

学衛星（PLANET－A）は童・二5S改1ロケットにより．昭和

　59年度に太陽周回軌道た打ち上げることを目標に醐発を行っ

ているが、より充実した観測を期するため打ち上げ時期を昭和

　6σ年度に変更したい。

2；第11号科学衛星の開発について

　活動銀河の中心核のX線の観測及び多様なX線天体の精密な

翻を行うことを目的とす碑1．得科学曜（ASTROrG）

　はM－5S改1ロケットにより昭和60年度に打ち上げること

　を早標に開発を行っているが・第10号科学衛星め打ち上げ時

期変更に伴い、同衛星の打ち上げ旧例を昭和61年度に変更し
　　　　　　　　　　　　　　　　期
たい6

3．　M－5S改1型ロケットの名称変更について

　　第10号料学衛星（PLANET－A）及び第11号科学衛星

（ASTRO二C）の打ち上げ用ロケットとして冠一5S型、ロケット

の第臓及び郷段モータの改良・第椴補肺・ケットの変更

　を行うM－3S改1型ロケットは今後M一・5S皿型ロケットと

いう名称として開発を取り進めたい。

4　一



通　　商　　産’　業　　省 運 ’輸 省

・1．　■観測の分野の開発計画霊開発プログラム（31人工衛星の開発

　研究の項に次の事項を追加する。

　　　　　　　　　　　　　　　　、

　地回資源衛星1．号（ERS．一1）

　人工衛星を利用して　資源探査を行う資源探査衛星ジステム●

技術の確立を図るとともに、資源エネルギー政策の積極的な農’

開及び宇宙関連産業一。技術の発展を図るため、資源探査を主

學的・とする地球資源衛星1旧くERSr－1）を昭和’61年度に

打ち上げることを目標に開発研究を行う。

2．　V人工衛星系共通技衛の分野の開発計画2．研究（δ’項中「宇

　宙用軸受」の次に「宇宙甫マニピュレータ」を追加する。　、

1．　航空・海上技術衛星

　　太平洋域の洋上航空管制システム及び小型船舶を含む船舶に

対する航行援助システムの静止衛星を用いた実験。評価を行う

　ための航空・海上技術衛星’（AMES）・について、昭和61年

　度打上げを目標に開発研究に着手することを要望する。．

2．静止気蒙衛星5号

　　我が国の気象業務の改善及び気象衛星に関する技術の開発の

　ための静止気象衛星3号（GHS－5）について、静止気象衛

　星2号（．GMS－2）の寿命期間が終：了する昭和59年度に、

　静止軌道上東経140塵付近に打ち上げることを目標に開発に

着手することを要望する。

　　また・衛星寿命について、5年以上を目標として長寿命化を

　図ることを併せて要望する。’

5．測地衛星　　　　　　　　　　一　’　　　　　　　＼．

　　日本測地原点の確立・国内測地三角網の規正、海洋測地網の

整備等を行うための測地衛星（GS－1）について、昭和60

年度打ち上げを目標に開発に着手する’ことを要望する。

一　　5　一 6　一



4．捜索。救難について

　　衛星を利用’した国際的な捜索・救難システムの研究を行うとと

　もに国際実験にも参加することを要望する。

郵 政 省

1・　自主技術による宇宙開発の促進策について

　　我が国における自主技術による宇宙開発の促進を図るため、

人工衛星技術の開発に資するとともに、実利用に供することを『

　目的ζする人工衛星の打ち上げ失敗により生ずる人工衛星の利

用者機関の損害については・政府として適切な救済措置を講ず

　る。

2・通信衛星5号（GS－5）

　　我が国初の実用通信衛星である通：信衛星’2号（GS－2）に

　よる通儒サービスを継続し・また・増大かつ多様化する通信需

　要に対処するとともに・通信衛星に関する技術の開発を進める

　ため・第二世代の実用通信衛星として、通信衛星3号（GS＿

　5）を・通信衛星2号（GS－2）の寿命が尽きる時期である

　昭和62年度頃に打ち上げる。

　　なお・実利用の促進を図るという観点から、信頼性の向上と

利用者機関の経費負担の軽減については、十分に配慮する。

5　航空・海上技術衛星（AM：ES）

　　海洋国として、現在残が国では、多数の船舶が活躍している

が、現在の漁船等の通信システムは、品質、容量等に問題が多

いので・これを改善する必要がある。

　　このため・我が国の実情に適した海上通信衛星システムを開

7　一 一　　8　一



発するとともに・スピン型静止衛星に関する自主技術の確立を

図ることを目的として・昭和61年度に航空。海上技術衛星（A

MES）を打ち上げることとし、そのためのシステム及びミッ

ション機器の開発研究を行う。，

4．実験用静止通信衛星皿型（E’G．S－n）

　　将来の培面する通信需要に対処するため、ミリ波帯衛星通信

　ジスデム、準ミリ波帯高性能中継器及び衛星内交換方式の開発

　を目的とする実験用静止通信衛星皿型（EGS一皿）を昭和60

年代初頭に打ち上げるこ’ととし、所要の開発研究を行う。

5．新しい周波数帯を利用した衛星放送に闘する研究

　　将来の放送需要の多様化に対処し、22GHz虫垂の周波数帯

　を利用した新しい衛星放送技衛を確立するため、地域別衛星放

　送システム・薪しい衛星雌送方式等の研究を行う。

6．　通信i技三智衛星（A．CTS－G）

　　宇宙通信炉宇宙開発の基幹的技術の一つであることにかんが

　みギこの分野の自主技術の確立を図るとともに、将来の通信需

　要の増大及び多様化に対処するため、新しい周披数や通信方式

　の開発・衛星間通信技術等の確立を図る必要がある。

　　これらの開発の一環として、陸上移動体との通信、周回衛星

　を対象とする衛星間通信等に必要な技術開発を目的とする通信

技術衛星くAσ珊S－G）を、昭和60年代中期に打ち上げる

一　　9　一

ド
…
ミ

　
　
ー
ー
し
i
」

　
　
　
　
　
　
’
ヒ
ー
．
穿
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口
．
¶
■
匹
i
陰
國
与
4
些

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
ド
ー
，
ご
亡
，
ヒ
r

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
ピ
穿
と
i
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
5
h
ー
ト
「
’
　
ご
1
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
h
；
【
。
　
‘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巳
■
　
●

ことを目標に最も基礎的な技術であるマルチビームアンテナの

研究を引き続き進める。

Z　衛星搭載用電磁環境観測ミツシヨツ機器の研究

　　地上無線通信及び宇宙無線通信の客用においては、電波伝鍛

蝶質の乱れによる通信障害及び異常帯電等の電磁現象による衛

星障害が生ずるため・宇宙電磁環境を観測して、これちの障害

　の発生を予知し・警報を発することにより、通信業務の円滑な

　運用を図ることが必要である。

　　このため・電磁層観測衛星（工SS－b）による成果を踏ま

　え、電磁環境観測ミッション機器の研究を行う。

8．衛星搭載用能動型電波リモートヤンサムの研究

　　能動型電波リモートセンサーは、昼夜、天候の区別なく観測

　が可能であり、多様な応用が期待されている。この開発の一環

　として、合成開ロレーダのシステム及びそのデータ処理・解析

　。利用技術》並びに・衛星搭載用雨域散乱計等の研究を行うび

9　衛星利用捜索救難システムの研究

　　衛星を利用した国際的な捜索救難システムの開発に資するた

　め、周波数拡散通信方式を用いたシステムの研究を引き続き行

　うとともに、国際実験に参加する。

一　10　一
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建 設． 省

曾

　宇宙開発計画（昭和56年5月18日決定）において第皿　章

観測分野の開発計画のうち、㈲葡人士衛星の謝発研究のなかに位

置づけられている測地衛墨1旧くGS－1）を、開発段階に移行

するようあらため・第韮　章（2）節人工衛星の開発に次の計画を加

えること。

　「測地衛星1号（GS－1）は、目本測地原点の確立、国内測

地網の規正・海洋測地網の整傭等壷目的とした妬星で、昭和60

年度の打上げを目標に彌発を行う。」

■

1

6

璽

」

『

1．1　一
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宇宙開発計画（昭和56年5月13日決定）の見直しに関する関係省庁の要望事項一覧

上げ
Mロケツ　ト Nζ1ロケット N一一Uロケット H－1ロケット スペースシャトル

鞭釧i

◎　静止気象衛星

56 2号

（GMS－2）
〆

◎　技術試験衛星

@　皿型

57 ◎　第8号科学衛 （ETS一皿） ◎　通信衛星2号
星 一a
（．AS田RO－B） （GS－2a）　　、

》　　　　　　　　　　　　　　、

◎　通信衛星2号 ・　辱

一b ◎　粒子加速装置

58
（GS－2b）

1 を用いた宇宙

◎　第9号科学衛 ◎　放送衛星2号 科学実験　，

星 一a （SE：PAG）

（EXOS一く）） （BS－2a）

励静止気象衛星

@　3号
（GMS－51）

59 ◎　海洋観測衛星

1号

i逝OS－1）

◎放送衛星2号 〔H－1第2段試験用
〈〉第10号科学 一b ロケット〕，

衛星・ （BS－2b）

60 （PLANETrA）
ノ

頭》測地衛星1号

〔M－3S丑型ロケ （GS－1）
ツト〕

，9、
〔1＞航空・海上技術 〔シ地球資源衛星・ 酔噛ρ　一　　ザr・　　　　　㌻　四　　　帰　　　　μ　　　・　暫’

衛星（AMES） 1号（EIRSL・つ

◇第11号科学

61，
衛星

（ASTRO－G　）
！

〔M－5S皿型ロケ

ツト〕

6



ゆ1わ
ω　レ

打上げ
「

機 M　ロケツ　ト N・一1ロケット N一皿ロケット H－1白ケット スペースシギトル
年度 β

〔H－B段式ロケツ
ト〕．

　　　　　■　　8
ﾋ技術試験衛星 t⇒第一次材料実験

V型， （FMPT）
62 （E壬3－V）

τ⇒黙騨止通信
衛星且型
（
E
・
G
臼
一
皿
）
　
i

⇒通信衛星5号（G 一5）

◎　既定計画 1⇒地球三三衛星1

吻〉開発要望事項 号（ERS－1）
6』 R
にゴ〉開発研究要望 箏項

◇打上げ年度変 更要望事項

書 糞

。　人工衛星技術の研究

。　ロケット技術

o 人工衛星及びロケットの基礎的先行的技術の研究

o H－1ロケット用高点の設計そ
o 　　　　　　　　　　虻F宙用マニピ丘レータの研究

r　8

の
o 衛星利用捜索救難システムの研究

0 新しい周波数帯を利用した衛星放送に関する研究

他
o 通信技術衛星’（AG壬S－G） の研究

1

o 衛星高高用電磁環境観測ミツシヨ ン機器の研究
o 衛星搭：載用能動型電波リモートセンサーの研究

0 自主技術による宇宙開発の促進策について

さ
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宇宙開発計画の見直しに関する審議について（i案）1

　　　　　　　　　　昭和56年6月，17日

　　　　　　　　　　宇宙開発委員会　決定

㍉・

　宇宙開発政策大綱に基づき、昭和57年度以降におい

て実施する必要がある研究及び開発の計画的推進を図る●

ため・次によ9調査糠を行う。㌧

1・　審議事項

　i内外の情勢の変二化、宇宙の利用に関する長期的見通

　し・国内の研究及び開発の進捗状況並びに各省庁の要

・望を踏まえて、昭和57年．度における宇宙開発関係経

　費の見積り方針友ぴ宇宙開発計画について必要な調査

　審議を行う。

2．　審議方法

　・tの審議は、曜和57年5月末までに終えるごとを

　目途に』第・一部会において行う。ただし、見積り方針に

　反’映’ざせるべき事項については、昭和56年8月上旬

　に審議を終えることを目途とする。
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